
今月の読み物

ジャガイモ豊作

株式会社榎戸材木店
会 長 　 榎 戸 正 人

　 2月終わりから 3月中旬にかけて植え付けたジャガイモの種イモは、春から梅雨、初夏と順調に育ち、
7月中旬から早採りが出来るようになります。 8月の真夏になると暑さで葉が枯れてしまい、成長も止
まります。
　それからが本格収穫時期。 9月には遅採りとなりますが、それ以上収穫せずにいると、また土の中で
芽を出してしまい、収穫しても芽を出して育てるのに栄養を取られてしまうため、食べられる部分が少
なく美味しくありません。
　この原稿を書いているのは 7月。まさに早採りが始まる時期です。今年は時間が出来た分、畑の手入
れに力を入れ、十分に耕し有機肥料もタップリあげたので、豊かに茂る葉を見ながら豊作を期待してい
ました。「期待」というのはトマトやキュウリなどと異なり土の中の話なので、掘らないと豊作か不作か
わかりません。
　過去には葉ばかりよく育って、掘ったらイモが少なく小さいということありました。これは肥料の成
分の影響です。ジャガイモやトマト、ナスなどのナス科の野菜は草木灰が多めに必要です。今年は薪ス
トーブの灰を有機肥料とともに多めに与えたので、豊作を期待していました。
　さて、早採りに挑戦。試し掘りなので、わずか45センチか50センチ四方くらいだけ掘ることにしまし
た。小さなシャベルでジャガイモを傷つけないように土をどかすように少しずつ掘っていきます。する
とわずか 3 ～ 4センチでジャガイモの頭が見えてきます。あとは手で土をかき分けながら掘り出します
が、さらにその下を掘り進むとまたジャガイモの頭が見えてきます。深さ25センチくらいまで収穫でき
ます。
　写真のジャガイモはわずか45セ
ンチか50センチ四方から採れたも
ので、畑全体を掘ればこの15倍か
ら20倍は採れるでしょう。期待し
た通り、過去最高の豊作です。ジャ
ガイモは収穫後も軽く陰干しした
後、段ボールの箱に入れて暗く、
涼しいところに保管しておけば 2
カ月くらいは持ちますので、ほぼ
今年いっぱいは買わずに済むかも
しれません。多少なりとも、家計
の助けにはなりそうです。
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我家の巨木？

もくたろう

　我家の猫のひたいの程の庭に木がある。それは
夏みかんの木で、樹齢は私が生まれる前からある
ので相当の年月がたっている。
　幹の太さは85cm、高さは6.5m、枝張りは南北
6 m東西 6 mである。
　夏みかんの木として当然実がなる。其の夏みか
んの実は、私が子供の時は余り数が出来ず、種が
多く水分が少なくすかすかで、非常に酸っぱくて、
だれも好き好んで食べた人はいなかった。
　それが今では同じ夏みかんの木とは思えない位
変貌してしまったのである。実の数は年によるが
昔よりは多くなった。種の数は変らないが水分が
多く、みずみずしく味は酸っぱいが、食べられな
いことはなく、私としては美味しく思う。
　何十年とたった木が沢山の実をつけ、味が良く
なるとはびっくり驚き、自然の力を感じる思いが
した。
　毎年沢山の実が生るので自家用では食べきるこ
とが出来ず、知人に御裾分している。
　なかでもある知人には非常に喜んでもらってい
る。どの様にして食べているかと聞くと、夏みか
んの汁を絞って焼酎に入れて晩酌するとのこと。
そして、夏みかんの皮を使って、砂糖漬にして、
余すことなく使い切っているので嬉しく思う。
　またある知人は、マーマレードを作って、我家
に届けてくれるのである。
　我家は夏みかんを絞って砂糖、蜂蜜を加えてジュースに飲んでいただけなので、同様に酒に夏みかん
を絞って飲んだり、砂糖漬にした夏みかんの皮にチョコレートをまとわせ、チョコピールとして食べて
いる。
　我庭の中で一番大きい夏みかんの木が、いつまでも沢山実をつけ人々に喜んでもらうことを願うだけ
である。
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